


















































































































































































































最頻値 最大値 平均値 胸高直径 衰退度 踏圧 固さ
江戸川区（1） 新堀庭園 1 4 4 4 26.4 4 1 柔らかい
世田谷区（11）豪徳寺 5 2 4 2.2 22.3 4 3 固い
21 1 3 固い
21 2 3 固い
22 2 2 柔らかい
22.3 2 2 柔らかい
祖師谷神明 5 3 4 3.5 12.5 3 2 固い
11 4 2 固い
12.8 3 2 固い
13.5 4 2 固い
代田八幡神社 1 3 3 3 19 3 2 固い
足立区（13） 伊興若宮八幡宮 5 2 3 2 52.2 2 2 固い
38.5 1 2 固い
38.5 2 2 柔らかい
24.5 3 2 柔らかい
28 2 2 柔らかい
花畑大鷲神社 5 3 3 2.6 22 2 1 固い
19 2 1 固い
19 3 1 固い
18 3 1 固い
19 3 1 固い
西之宮稲荷神社 3 1 1 1 26 1 1 ×
19 1 1 ×
19 1 1 ×
練馬区（22） 中村八幡神社 1 2 2 2 19 2 2 柔らかい
三宝寺 2 3 3 3 36 3 1 固い
40 3 1 固い
妙福寺 5 3 2.5 35 2 1 柔らかい
34 3 1 柔らかい
四面塔稲荷 2 2 2 2 19.3 2 3 柔らかい
15 2 3 柔らかい
諏訪神社 4 1 2 1.25 30 2 1 柔らかい
52 1 3 固い
54.5 1 3 固い
53 1 1 柔らかい
精進場稲荷神社 1 2 2 2 36 2 2 柔らかい
八坂神社 2 2 1.5 36 2 3 固い
40 1 2 固い
土支田八幡宮 5 3 2 42 3 2 固い
30 3 3 固い
35 1 3 固い
30 1 3 固い
40 2 2 固い
港区（4） 神道大教院 2 2 2 2 26 2 2 固い
20 2 2 固い
乃木神社 1 1 1 1 19 1 1 固い
愛宕神社 1 1 1 1 45 1 1 柔らかい
大田区（3） 湯殿神社 2 3 3 3 23.5 3 3 固い
24 3 3 固い
本妙寺 1 2 2 2 26 2 3 柔らかい
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中野区（5） 江古田浅間神社 5 3 3 2.8 24.5 2 1 固い
18 3 1 固い
23 3 1 固い
20 3 1 固い
23.8 3 1 固い
文京区（2） 駒込富士神社 2 1 1 1 23 1 1 柔らかい
53 1 1 柔らかい
板橋区（5） 熊野神社 1 1 1 1 26.2 1 3 固い
上ノ根氷川神社 2 2 2 2 25 2 1 固い
赤塚諏訪神社 2 2 1.5 33.5 2 3 固い
54.5 1 3 固い
豊島区（5） 池袋氷川神社 5 3 1.8 22.5 3 3 固い
25.5 2 3 固い
21 2 3 固い
20 1 2 固い
20 1 2 固い
北区（5） 四本木稲荷神社 5 2 4 2.8 25.8 2 2 柔らかい
50 2 2 柔らかい
32 2 2 柔らかい
20 4 2 柔らかい
18 4 2 柔らかい
品川区（5） 林試の森公園 5 2 4 2.4 35 2 3 柔らかい
30 4 3 固い
28 3 3 柔らかい
35 2 3 柔らかい
45 1 3 固い
葛飾区（6） 柴又帝釈天 2 4 4 4 22 4 1 固い
20 4 1 固い
柴又八幡神社 1 2 2 2 18 2 1 柔らかい
真勝院 1 1 1 1 20 1 3 固い
奥戸水神神社 1 2 2 2 24.1 2 2 固い
奥戸天祖神社 1 1 1 1 22.2 1 3 固い
千代田区（11）皇居東御苑 5 3 2.2 16 1 1 ×
16 2 1 ×
14 3 1 ×
19 2 1 ×
10 3 1 ×
靖国神社 2 4 3.5 16 3 1 ×
18 4 1 ×
日比谷公園 4 2 4 2.8 11 4 2 ×
11.2 3 2 ×
20 2 2 ×
16.5 2 2 ×
杉並区（3） 大宮八幡神社 2 2 2 2 26 2 3 固い
杉並区久我山区民農園 1 1 1 1 40 1 3 柔らかい
狛江市（6） 猪方神社 1 2 2 2 19.5 2 3 固い
東和泉神社 5 2 5 2.8 30 2 3 固い
27.5 2 3 固い
25.5 3 3 固い
23 5 2 固い





値は、衰退度 1が 8地点、衰退度 2が12地点、















































区名 調査地名 衰退度の平均値 道路からの距離 （m） 道路名
江戸川区 新堀庭園 4.0 256 京葉道路
世田谷区 豪徳寺 2.2 1080 環七通り
祖師谷神明 3.5 829 環八通り
代田八幡神社 3.0 49 環七通り
足立区 伊興若宮八幡宮 2.0 1910 日光街道
花畑大鷲神社 2.6 1140 首都高速6号
西之宮稲荷神社 1.0 536 首都高速中央環状線
練馬区 中村八幡神社 2.0 1190 環七通り
三宝寺 3.0 2420 関越自動車道
妙福寺 2.5 1510 関越自動車道
四面塔稲荷 2.0 572 関越自動車道
諏訪神社 1.3 952 関越自動車道
精進場稲荷神社 2.0 27 関越自動車道
八坂神社 1.5 481 東京外環自動車道
土支田八幡宮 2.0 1080 東京外環自動車道
港区 神道大教院 2.0 314 首都高3号渋谷線
乃木神社 1.0 532 青山通り
愛宕神社 1.0 151 桜田通り
大田区 湯殿神社 3.0 114 第二京浜
本妙寺 2.0 520 第二京浜
中野区 江古田浅間神社 2.8 481 環七通り
文京区 駒込富士神社 1.0 655 旧白山通り
板橋区 熊野神社 1.0 153 首都高速5号池袋線
上ノ根氷川神社 2.0 289 環七通り
赤塚諏訪神社 1.5 132 首都高速5号池袋線
豊島区 池袋氷川神社 1.8 270 首都高速6号池袋線
北区 四本木稲荷神社 2.8 394 首都高速中央環状線・明治通り
品川区 林試公園 2.4 1350 首都高速2号目黒線
葛飾区 柴又帝釈天 4.0 1170 水戸街道
柴又八幡神社 2.0 1000 水戸街道
真勝院 1.0 1020 水戸街道
奥戸水神神社 2.0 490 環七通り
奥戸天祖神社 1.0 240 環七通り
千代田区 皇居東御苑 2.2 500 首都高速都心環状線
靖国神社 3.5 614 首都高速都心環状線
日比谷公園 2.8 342 首都高速都心環状線
杉並区 大宮八幡宮 2.0 1530 環七通り
久我山区民農園 2.0 1110 中央自動車
狛江 猪方の神社 1.0 1830 東名高速道路





















本、30～39 cmが14本、40～49 cmが 8本、50～
59 cmが 6本であった。


































































































































































でき、50～59 cmでは衰退度 1と 2のみが確認
された。このように、大きい胸高直径階のスギ
ほど健全で、直径階の小さいスギほど衰退した
個体の構成比が高いことが分かった。高橋ほか
（1986） をはじめ既存の研究では、胸高直径が
大きくなるにつれてスギの衰退度が高いという
結果が出ている。しかし、本研究では反対の
結果となったので、以下ではこれについて考察
する。
原因として考えられるのが、本調査では調査
対象個体の選択において樹高の高い他個体によ
る被陰の影響は考慮しなかったので、サイズが
小さく衰退度が高かったスギ個体は、日光が届
きにくく衰弱しやすい状況にあった可能性があ
る。このように考えると、胸高直径の小さい個
体が衰退していたことと、調査対象としては胸
高直径の小さい個体が多かったことの 2つのこ
とが説明できる。東京都心付近の社寺、公園な
どは敷地面積が比較的狭く、1本 1本の樹木の
間隔が狭い状態で生育している調査地が多く
あった。そのため、日光が届きにくく、小さい
サイズクラスでは衰退度が高くなってしまった
個体が多くみられた可能性が高いと考えられ
る。これに対して大径木は、樹高が高いため、
日光が届きやすい状態で健全に成長する個体が
多くみられたのであろう。
以上のような本研究の結果とは逆に、1980
年代のスギ衰退が問題視されていた時代には、
樹高が高いため酸性降下物の影響を受けやすい
大径木の衰退が目立っていた（高橋ほか 1986）。
1980年代に衰退してしまった大径木のスギが
伐採され、その後に新たなスギが植えられた可
能性が考えられる。新たに植えられたスギが、
図14　胸高直径30～59 cm範囲の各階級における
衰退度の構成比
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現在では概ね胸高直径10 cm～29 cmの範囲に該
当し、本調査で数多く確認されたのかもしれな
い。このように考えると、東京都心域のスギは
1980年代に衰退被害が顕著にみられた時代に
大径木の衰退したスギが伐採されてしまったた
め、現在では、成長途中である若木が多く分布
しているのかもしれない。そして、その若木は
日光の届きにくい場所に多く生育しているた
め、胸高直径の小さいスギの衰退が目立ったの
であろう。
（4）踏圧および地面の固さとの関係
伊藤ほか （2002） では、スギの根系付近の土
壌が何らかの形で踏まれ、土壌内の孔隙率が小
さくなることによって、スギの衰退に影響が出
るということが述べられている。また、土壌に
かかる容積重の影響もあるという結果から踏圧
がスギ衰退に影響を与えると結論付けた。さら
に、東京付近の社寺では人による踏圧の影響が
あると考えられている。一方で、梨本・高橋
（1991） によると、踏圧による土壌条件の悪化
は、梢の枯死や広域的なスギ衰退の直接的な原
因でないと考えられている。このような結果を
踏まえて、本調査でもスギ衰退と土壌への踏圧
に関係性があるかを確認した。
まず、Ⅲ-5で示したように、本調査では、
踏圧階級による衰退度構成の大きな差異はなく
どの踏圧階級にも様々な衰退度の個体が認めら
れたほか、踏圧条件の厳しい踏圧 3において衰
退度 1・2の健全なスギが最も多く生育してい
た （図10）。また、「スギ個体が、人の踏み入る
ことのできない場所に生育している」とした踏
圧 1のスギ個体が、35本と最も多くなってい
た。このことから、東京都心部のスギは、人の
立ち入りを禁止している場所に多く生育してい
るという事がわかる。現地において、神社で
は、境内の裏など立ち入ることができない場所
に多くスギが分布していた。また、人が通る道
の近くに生育しているスギでも、ロープで侵入
を禁止している神社が多く確認できた。
また、Ⅲ-6で述べたように地面の固さと衰
退度との間にも明瞭な関係性はなく （図11）、
地面の固さでスギが衰退しているとは、今回の
結果からは言い切れない。これらの結果より、
伊藤ほか （2002） で、述べられている、土壌の
孔隙率が小さいほど衰退度が高く、孔隙率が大
きいほど衰退度が低いという傾向は、本調査
で、顕著な結果としては確認することができな
かった。
２．スギ衰退の原因についてのまとめ
本調査で、交通量の多い道路の付近に衰退度
が高いスギが分布していたことが明らかになっ
た。このことから、交通量の多い道路とスギの
衰退との対応関係がみられた。つまりスギ衰退
は今日の東京都心域では、全体としては以前よ
りも回復した傾向にあるものの、自動車の排出
する排気ガスが原因で衰退している可能性があ
ると思われる。
近年、環境省では、低公害自動車の普及拡大
を目指している。低公害自動車の例として、燃
料電池自動車や、ハイブリッドカー、電気自動
車などがある。環境省の取り組みは、低公害自
動車の試乗体験、展示などを行い、環境にやさ
しい自動車の普及促進を目的としている。他に
も各都道府県で排気ガス対策が行われている。
東京都では、東京都民営バス事業者に係る低公
害・低燃費車導入促進補助や、葛飾区では、
『かつしかエコ助成金』制度があり電気自動車
購入の際、一般社団法人次世代自動車振興セン
ターが交付額として算出する額の1 /4を補助す
るシステムなどがある （環境省HPによる）。こ
のような対策が行われ続け、低公害自動車の普
及が増えることで自動車排気ガスの排出量が減
少すれば、スギの衰退も減少するのではないか
と考えられる。また、今後は本研究で多く確認
できた若木が成長し調査対象になった際、東京
都のスギ衰退の原因がより明らかになるのでは
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・ スギが全体として回復傾向にある要因として
は、かつて衰退をもたらしたSOxの濃度の
減少が考えられる。酸性雨の影響を受けやす
い大径木があまり衰退していないこともこれ
を支持している。
・ 今回の調査で認められたスギの衰退現象は、
おもに交通量の多い道路の近くでみられたの
で、近年では自動車からの排気ガスに由来す
る物質が衰退に関与しているのかもしれな
い。
・ また、胸高直径が小さいスギほど衰退しやす
いという現象も顕著であった。その理由とし
ては、日光が届きにくい環境に小さいサイズ
のスギ個体が多く生育していたことが、原因
の一つとして考えられる。また、1980年代
までに酸性降下物などの影響で衰退していた
大径木のスギが伐採され、その影響が緩和さ
れた今日では、生き残ったスギの多くが成長
して健全な大径木となっているのではないか
と考えられる。
参考文献
伊藤江利子・大貫靖浩・志知幸治・垰田 宏・吉永秀一
郎・松本陽介（2002）：関東平野におけるスギ林衰
退と土壌要因．森林立地 44 （2）：pp.37－43.
漆原和子・土方智紀・新川幹郎（2004）：関東平野にお
けるスギ衰退の分布．季刊地理学 56：pp.81－89.
大谷眞一・濱野周泰・濱谷稔夫（1998）：東京都域にお
ける緑地内スギ生立木の衰退状況．樹林医学研究
2：pp.79－87.
河野吉久・松村秀幸（1999）スギ・ヒノキ・サワラの
生育に及ぼすオゾンと人工酸性雨の複合影響．大
気環境学会誌 34 （2）：pp.74－85.
国土庁土地局（1976）：『土地分類図（東京都）』．国土庁．
高橋啓二・沖津　進・植田洋匡（1986）：関東地方にお
けるスギ衰退と酸性降下物による可能性．森林立
地 28：pp.11－17.
梨本　真・高橋啓二（1991）：関東甲信・関西瀬戸内地
方におけるスギ衰退現象．森林立地 32 （2）：pp.70－
78. 
梨本　真・高橋啓二・芦原昭一（1993）：関東・甲信地
ないかと推察される。
．摘要
・ 我が国ではスギの衰退現象が1950年代頃か
ら全国各地で確認され、その後被害が拡大し
ていった。1980年代の研究では、東京都心か
ら関東平野中央部を中心に重度のスギ衰退が
確認され、原因として大気汚染の重要性が指
摘されていた。大気汚染物質の濃度が減少し
た近年においても、かつてほどではないもの
のスギの衰退が認められているが、その分布
の実態や要因が十分に明らかにされていると
はいえない。
・ そこで、本研究においては、かつて衰退が顕
著にみられた東京都心域に調査範囲を絞り込
み、2019年のスギ衰退の現状を確認するため
の調査を行った。そして、既存の研究でスギ
衰退の原因であるとされてきた、大気汚染、
幹線道路との距離、踏圧、地面の固さなどに
よる衰退度の違いを検討することによって、
スギ衰退現象の要因を明らかにしていくこと
を目的とした。
・ 東京都心域の40地点で確認された102本のス
ギ個体を対象に、樹高、胸高直径、衰退度
（山家 1978）、周囲の踏圧と地面の固さなど
を記録し、衰退度の分布図を作成した。そし
て、スギ衰退の要因であるとされてきた、大
気汚染物質濃度、幹線道路との距離、踏圧、
地面の固さ、標高などの要因とスギ衰退度の
分布との関係を検討した。
・ 調査の結果、衰退が顕著だった1980年代に
比べ、今日ではスギが回復傾向にあることが
確認された。また、本研究ではサイズの小さ
いスギが衰退する傾向がみられた。
・ 衰退の要因に関して、踏圧および地面の固さ
については、衰退度の分布との対応がみられ
なかった。しかし、交通量の多い道路の付近
に衰退したスギが分布する傾向があった。
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